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緒 論

家鶏に関する脂質の研究は古くから多 くの研究者

によってなされている.こ れらの多くは卵,鶏 胚の

ある時期,幼 雛あるひは成鶏の肝,筋 肉等の各種臓

器組織の脂質組成を検討 したものである.し かし経

時的にしかも単純脂質,複 合脂質又細分画脂質全般

にわたって連続変化を追求 したものはその報告が少

ない.

Frederick等3)は フラン中の胎児組織と卵黄内脂

質 との関連的変化を観察 している. Feldman2)は 同

様,鶏 胚肝の中性脂質の分析を行 ってhatch直 前 は

cholesterol estersが 著 しく蓄積す ることを述べて

いる. Sgoutas3)及 びNakamura4)等 は ヒヨコ肝の

細分画脂質の構成脂肪酸の変化を経時的及び飼料変

換下で観察を行なっている.又Moore5)及 びNob

le6)等 は鶏胚の正常発育時 とビタミンB12欠 乏,発 育

時の肝を比較している.

著者等は白色 レグホン系鶏の幼雛のhatch直 後か

ら1日, 2日, 4日, 7日 及 び18日 の時期を選んで

肝をとり出し,中 性脂質,リ ン脂質及びそれらの細

分画脂質の定性及び定量分析を行 って,発 育過程と

の関連について考察を加えた。

実験材料及び実験方法

Ⅰ. 総 脂質抽出

白色 レグホン雄雛をhatch直 後 か ら幼雛用固形飼

料(丸 紅幼雛用)を 用いて飼育した. hatch直 後, 1

日令, 2日 令, 4日 令, 7日 令及 び18日 令 の幼雛を

各15羽 宛エーテル麻酔により殺 し,よ く失血せ しめ

てからすみやかに肝をとり出した.得 られた肝は,

冷生理的食塩水で洗滌後,凍 結乾燥 して分析実験に

供 した.

乾 燥肝は細挫して,約20倍 量 のCHCl3-MeOH

(2:1, V/V)を 加 え,室 温 に て マ グ ネチ ッ クス

タ ー ラー で 攪 拌 し な が ら抽 出 を行 っ た.約4時 間後

〓過 に よ り抽 出 液 を分 離 し,更 にCHCl3-MeOHの

同容 量 を加 え室温 で 一 液 再 抽 出 を行 う.同 様 の 方 法 を

さ らに37℃ で 一 夜 抽 出 を重 ね る7).全 抽 出 液 は合 せ て

フ ラ ッシ ュエバ ポ レ ー タ ー で乾 燥 に 至 る ま で 濃 縮 し,

 Folch静 置 法8)に よ る分 配 透 析 に よ っ て 精 製 し総 脂

質(total lipid)を 得 た.

Ⅱ. 中 性 脂 質 及 び リ ン脂 質 分 画

抽 出 精 製 したtotal lipidをVan Beerの ゴ ム膜 透

透 析 法9)に よ って 中 性 脂 質(neutral lipid)及 び リ

ン 脂質(phospholipid)に 分 画 した.す な わ ちtotal

 lipidの 約500mgをbenzene-petroleum ether (1

:9, V/V)に20mg/mlに な る よ うに 溶 解 し,洗 滌

した コ ン ドー ム膜 に 入 れ て10容 量 の 同 溶 媒 に対 して

冷 室 に て48時 間 透 析 した.外 液 にneutral lipid内

液 にphospholipidと 分 画 され るの で,そ れ ぞ れ 蒸 発

乾 固 す る.

Ⅲ. 薄 層 ク ロマ トグ ラ フ ィ(TLC)に よ る細 分 画 及

び定 量 法

Neutral lipidはSilica gel G-TLCプ レ ー トを

用 い, n-hexan-aceton-acetic acid (89:11:3, V/V)

溶 媒 で 一 次 元展 開 を行 っ た.そ れ ぞれ 標 準 物 質 のRf

と比 較 又 はLiebermann-Bruchard反 応 等 で各 ス

ポ ッ トの 同定 を 行 っ た.全 ス ポ ッ ト同 時 発 色 の た め

に は20% H2SO4液 を 噴 霧 し, 120℃ 2～3時 間 加 熱

し た.こ の プ レ ー トをAtago Densito-Master Oz

umor-8に て 測 定 し,各 ス ポ ッ トの百 分 率 を算 出 し

た.

Phospholipidも や は りSilica gel G-TLCプ レ

ー トを 用 い ,一 次 元 展 開 の 場 合 はCHCl3-MeOH-

H20 (70:25:4, V/V)に て 展 開 し, Nynhidrin法,

 Dragendorff法 及 びDittmer法 に て 発 色 又 は標 準

物 質 とRfを 比 較 して 同 定 を行 った10).二次 元 展 開 の 場
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合 は上 記 同 溶 媒 にて一次 元 を行 い,更 にCHCl3-Me-

OH-7N NH40H (60:35:5, V/V)に て 二 次 元 展

開 を行 った.沃 素 蒸 気 に て 各 ス ポ ッ トを確 認 した 上

で掻 き と り, Allen法 のKatesに よ る変 法11)で リ ン

定 量 を 行 って 各 成 分 の百 分 率 を算 出 した.

Ⅳ. 脂 肪 酸 の ガ ス ク ロマ トグ ラ フ ィ(GLC)

Neutral lipid及 びphospholipidの10mgを 用 い

封 管 塩 酸 メ タ ノ ー ル法 に てinteresterificationを

行 った.得 られ た脂 肪 酸 メチ ル エ ス テ ル は 日立 ガ ス

ク ロマ トグ ラ フK53(水 素焔 検 出 管, 2mの10%pol

ydiethylene glycol succinate on diasolid Lカ ラ

ム,カ ラ ム温 度193℃,キ ャ リ ア ー ガ ス はN2で30ml/

min)に て分 析 し7),三角 面 積 法 で 各 成 分 の 百 分 率 を算

出 した.又 不 飽 和 脂 肪 酸 度 はKates & Baxterの 計

算 式 を 採 用 した12).

実 験 成 績

Ⅰ. 肝重量及び総脂質について

Hatch直 後, 1日 目, 2日 目, 4日 目, 7日 目及

び18日 目と経時的にヒヨコの体重と総肝重量(湿 重

量)と の関係を計測 し, Table Ⅰに示した. hatch

後1時 的に ヒヨコの重量は減少するが肝重量は減少

することな く漸次増加す る.ヒ ヨコの体重に対す る

肝重量の割合は7日 令までは増加 しているが18日 令

はその割合が減少 していた.

これ ら各 時 期 の 肝 をCHCl3-MeOHで 抽 出 して 得

たtotal lipid及 び そ れ を分 画 して 得 たneutral li

pid及 びphospholipidの 計 測 値 を百 分 率 で 示 し.た

の がTable Ⅱ で あ る. total lipidはhatch後 徐 々

に 減少 して い る.又neutral lipidとphospholipid

の 占 め る割 合 を検 討 した 場 合, hatch直 後, 90%も

あ ったneutral lipidが18日 目 に な る と37.7%に 減

少 し,逆 にphospholipidは10%の もの が62.3%と 数

倍 に 増 加 し,そ の 比 率 は 全 く逆 転 す る結 果 を得 た.

な お一 定 量 の 肝 当 りのneutral lipid及 びphosph-

Dlipidの 絶 対 量 の 推 移 をFig. 1.に 示 した.す な

わ ちneutral lipidは 日 を経 る に した が っ て急 激 な

減少 を示 し たが, phospholipidは 急 激 な 変 化 を 示 す

こ とな く漸 増 した.

Ⅱ. 中性脂質の構成成分について

TABLE　 Ⅰ

AVERAGE WEIGHT OF CHICKEN AND THOSE LIVERS AT VARIOUS STAGES OF GRCWTH

TABLE　 Ⅱ

THE PERCENTAGE OF TOTAL LIPID, NEUTRAL LIPID AND

 PHOSPHOLIPID OF LIVER AT VARIOUS STAGES OF GROWTH

Neutral lipidの 分 析 及 び同定 は一次 元Silica g

el G-TLCに よ った. neutral lipidの 主 要 成分 は

cholesterol esters, cholesterol及 びglycerides

 (mono, di及 びtriglycerides)で あ った.こ れ ら

各 成 分 のneutral lipid中 で 占 め る割 合 の 経 時 変 化

はTable Ⅲ に示 した, cholesterol estersはhatch

直後,約50%以 上 占 め て お り, 7日 令 まで は著 変 は

な か った が18日 令 で急 に 減 少 し25%と な っ た. cho-
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lesterolはhatch直 後, 29.2%占 め て い た もの が

除 々 に減 少 し, 18日 令 で は17.4%に な っ た. glyce

ridesに 関 して は上 記 のcholesterol esters及 び

cholesterolと は逆 に 日 を経 る に従 って 増 加 し た,

TABLE　 Ⅲ

 COMPOSITION OF NEUTRAL LIPID OF CHICKEN LIVER AT DIFFERENT

 STAGES OF MATURITY

Results are expressed as percentage in the neutral lipid.

Fig. 1.　 Contents of neutral lipid and phospholipid

 in liver as function of maturity

これ ら各 成 分 の一 定 肝 重 量 当 りの 絶対 量 の経 時 変

化 をFig. 2に ま とめ た.肝 組 織 内 のneutral lipid

はFig. 1で 示 した よ うに,成 長 す るに 従 っ て 蓄 積 量

が極 端 に 減 少 す る.そ れ を反 影 して 殆 ど の成 分 に減

少 傾 向 が あ る が,特 にcholesterol esters及 びch

olesterolは 極 端 な 減少 を示 す.し か しmonoglyc

erides及 びdiglyceridesは 僅 か に 減 少 す るの み で

約 半 量 とな る.又triglyceridesの み はhatch直 後

は全 く認 め られ な か った もの が, 4～7日 令 頃 一 時

的 に 増 量 し その 後 や ゝ減 少 した.

Ⅲ. リン脂質の構成成分について

Fig. 2.•@ Quantitative. distribution of the neutral 

lipid classes of chicken liver at different 

stages of maturity

Abbreviation:

○― ―○: Cholesterol esters

●―― ●: Cholesterol

■―・ ―■: Triglycerides

▲-----▲: Diglycerides

◎―― ◎: Monoglycerides

▼―― ▼: Free fatty acid

Phospholipidの 構 成 成 分 は一 次 元 及 び二 次元si

lica gel G-TLCで 展 開 し,同 定 を 行 っ た.そ の 結
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果,肝 臓 に含 ま れ るphospholipidはphosphatid

ylcholin, phosphatidylethanolamine, cardiolipin

phosphatidylserin, phosphatidylinositol及 び未 知

物 質(sphingomyelin及 びlyso体 と考 え る成 績 を得

て い る)で あ った.こ れ ら各 成 分 の 経 時 変化 を全 リン

脂 質 中 に 占 め る割 合 で 観 察 し たの がTable Ⅳ で あ る.

 phosphatidylcholinはhatch直 後 で は最 も多 い 比 率

を占 め る成 分 で あ るが 日 を追 って 減 少 を示 し た.又

phosphatidylethanolamineは 各 日令 にお いて20～30

%を 占 め,そ の 変動 は あ ま り大 き くな か った. cer

diolipinはhatch直 後8.9%の もの が ほ とん ど変 動

は なか っ た が, 18日 令 で は急 激 に増 加 し22.2%に な

っ た.

TABLE　 Ⅳ

 COMPOSITION OF PHOSPHOLIPID OF CHICKEN LIVER AT DIFFERENT

 STAGES OF MATURITY

Results are expressed as percentage in the phospholipid.

こ れ ら各 リン脂 質 成 分 の 一 定 肝 重 量 当 りの 絶 対 量

の 変 動 と してFig. 3に ま とめ た. phospholipidは

Fig. 1で 分 か る如 く著 明 な変 化 が な く,や ゝ増 加 し

て い た.し た が つて これ ら細 分 画 成 分 も全 体 的 に や

や 増 加 す る程 度 で あ った,注 目 され るの はcardio

lipinがhatch直 後 に 比 べ18日 令 で は数 倍 に な り,

 phosphatidylethanolamineは2.5倍 程 度 に増 加す る

の を認 め た.

Ⅳ. 中 性 脂 質 及 び リン脂 質 の 構 成 脂 肪 酸 組 成

Neutral lipidの 構 成 脂 肪 酸 組 成(trace量 の も

の は 除 く)はC 14:0 (myristic acid), C16:0

 (palmitic acid), C16:1 (palmitoleic acid),

 C18:0 (stearic acid), C18:1 (oleic acid),

 C18:2 (linoleic acid)及 びC20:4 (arachi

donic acid)よ り成 り,こ れ らの 各 成 分 のneutra l

lipid中 で 占 め る割 合 の 経 時 的 変 化 はTable Ⅴに 示

した,全 経 過 を通 じ量 の 多 い もの はC18:1で あ っ

た.こ のC18:1はhatch直 後 か ら数 日内 は50～60

%を 占 め て 極 端 に 多 い が7日 令 か ら急 に 減 少 し, 18

日令 で は29.3%と な った.こ れ に反 してC16:0は

C18:1に と って 代 わ り7日 令 か ら急 増 し, 20%以

上 に達 した.又, 18日 令 で はC14:0, C18:0及

びC18:2も 増 加 して い る成 績 を得 た.

これ ら脂 肪 酸 成 分 の 中 で不 飽 和 脂 肪 酸 の 占 め る割

合 をKates & Baxterの 方 法12)で 検 討 した と こ ろ,

 4日 令 ま で は1.0前 後 で 殆 ん ど変 動 は な か っ た が そ

れ 以後 は 徐 々 に低 下 す る傾 向 を見 た.

Fig. 3.　 Quantitative distribution of the phospholipid

 classes of chicken liver at different stages

 of maturity.

Phospholipidの 構 成 脂 肪 酸 組 成(Table Ⅵ)も

C14:0 (myristic acid), C16:0 (palmitic ac

id), C16:1 (palmitoleic acid), C18:0 (ste

aric acid), C18:1 (oleic acid), C18:2

 (linoleic acid)及 びC20:4 (arachidonic acid)

とneutral lipidの そ れ と 全 く 同 じ で あ っ た.た だ

し そ の 組 成 比 は 非 常 に 異 な り 日 令 の 若 い こ ろ の 主 成

分 はC16:0, C18:0及 びC18:2で そ れ ぞ れ 約
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20数%を 占 め て い た.こ の う ちC16:0は4日 令 を

す ぎて か ら急 激 に増 加 し, 18日 令 で は2倍 の49%に

達 した. C18:0は1日 令 ～4日 令 の間 に 僅 か に減

少 す るの を認 め た. C18:2はC16:0と は 反 対 の

傾 向 を示 し, 4日 令 以 後 極 端 に 減 少 し約5%と な っ

た. hatch直 後 の 幼 雛 に お い てC20:4が20%前 後

存 在 す る事 はneutral lipidに お け る そ れ と は大 い

に異 な る特 徴 で あ っ た.し か しC20:4は7日 令 以

後 は ほ とん ど認 め られ な い程 度 に 減 少 した.

TABLE　 Ⅴ

FATTY ACID COMPOSITION OF THE NEUTRAL LIPID ISOLATED FROM

 THE CHICKEN LIVER AT VARIOUS STAGES OF GROWTH

Data are expressed as percentages of the total acids.

* Calculated thus:△/mole=1x(%monoene/100)+2x(%diene/100)

+4x(%tetraene/100)

TABLE　 Ⅵ

FATTY ACID COMPOSITION OF THE PHOSPHOLIPID ISOLATED FROM

 THE CHICKEN LIVER AT VARIOUS STAGES OF GROWTH

Data are expressed as percentages of the total acids.

* Calculated thus:△/mole=1x(%monoene/100)+2x(%diene/100)

+4x(%tetraene/100)

不飽和脂肪酸度を検討 したところ, C18:2及 び

C20:4の 推移が大 きく影響 して, 1～4日 令では

2.0以 上の高値を示 したが,そ の後急激な低下を示 し

て18日 令では0.23と な り不飼和脂肪酸は極めて少な

くなった.

考 察

すでに緒論で述べた如 く家鶏雛の発育段階におけ

る臓器脂質の変動を細分画成分についてまで広 く観

察 した例は殆んど見当らない.著 者はこの点につい

てhatch後 か ら18日 間 に亘る正常雛の肝について検

討 し,今 後色 々の変化,例 えば飼料変換や病原微生

物接種時の変化検討の場合の予備的資料に供 したい

考 えで実験 を行ったものである.

そ もそも家鶏における研究報告では,胎 児の時期

におけるものはその例が多い1)2)5)6)13).例えば孵卵が

進むにつれて胎児肝にphosphatidylcholinやpho

sphatidylethanolamineが 増加 し, triglyceridesは

trace量 であるのに反 してcholesterol estersが
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著 明 に蓄 積 して 来 る報 告2)5)6)13)等 が あ る.

我 々 の 行 った 実 験 成 績 でhatch直 後 の 肝 にお ける

total lipid量 は30数%と 非 常 に 多 い が,こ れ らは過

去 のNobleやMooreの 報 告5)6)と 非 常 に よ く一 致

し これ が 発 育 につ れ て減 少 して 行 く.

neutral lipid及 びphospholipidへ の 分 画 実 験 の

結 果 か ら見 て その 大 部 分 はneutral lipidよ りな る

もの で あ り, neutral lipidが 発 育 に つ れ て 急 激 に

減 少 して 行 くこ とが分 った.す な わ ちhatch時 に は

卵 黄 そ の 他 か らの 由来 の 脂 質 を栄 養 源 と して 臓 器 に

た くわ え る もの で13)減 少 は これ の 消 費 に よ る もの で

あ ろ う.こ れ に反 して 細胞 構 成 成 分 で あ る リン脂 質

系 は 著 変 な く僅 か に増 加 す るの み で あ る.

Neutral lipidの 細 分 画 成 分 中 最 も多 い の はch

olesterol estersで あ りhatch直 後 は50%以 上 存

在 して い る が こ れ はWood13)の 報 告 で も卵 黄 のne

utral lipid中cholesterol estersは90%以 上 を占

め,こ れ がhatch直 後 の 臓 器 に そ の ま ゝ反 影 され て

い る とす る 報 告 と よ く一 致 す る.こ のcholesterol

estersが 急 激 な 減 少 を見せ る ことは 多 くの 報 告 とよ

く一 致 す る が2)13), cholesterolが 著 者等 の 実 験 で は

減少 傾 向 を た ど る成 績 を得 て, Wood7)の 報 告 と異

るの は 飼 料 の違 い に よ る もの と考 え られ る. trigly

ceridesはhatch直 後 に 全 く認 め られ な い(卵 黄 も

1%以 下 含 有 す るの み で あ る)が2日 令 頃 か ら増 加

し始 め 一 時 期 多 くな って その 後 減 少 して 一 定 量 に 落

着 くが,こ れ は新 しい 環 境 に順 応 す るた め一 時 的 に

増 加 し,順 応 した後 に 減 少 す る た め と考 え られ る2)

. Phospholipidの 分 画 で は そ の成 分 と して はSg

outas2)の 報 告 とよ く一 致 す る もの で あ る が,そ の長

期 の 経 日変 動 に つ い て は報 告 に接 し得 な い の で 比 較

出 来 な か った.要 す る にphospholipidは 細 胞 に お

い て は細 胞 膜 及 び ミ トコ ン ドリア膜 の 主 要 成 分 で あ

るた め 発 育 に と もな って 組 成 的 に も大 き な変 動 を示

さな い の が 当然 と考 え られ る.た だ ミ トコ ン ドリ ア

膜 に の み 存 す るcardiolipinがhatch直 後 か ら徐 々

に 増 加 し始 め, 18日 令 で 数 倍 に も達 す る の は,細 胞

の 分 化,発 育 に と もな う ミ トコ ン ド リア の増 生 に よ

る もの と考 え られ る,

肝 脂 質 の 脂 肪 酸分 析 の 報 告 は非 常 に 多 く, neutral

lipid及 びphospholipid又 はそれ らの 細 分 成 分 に分

画 して,そ れ ぞ れ の 構 成 脂 肪 酸 に つ い て はNoble,6)

Sgoutas3)やNakamura4)等 の報 告 が あ る.こ れ ら

の 内,成 鶏 肝 につ いて の報 告 と比 較 し た場 合, neutral

lipid, phospholipid共 に 構 成 脂 肪 酸 の 種 及 び 組 成 が

大 ま か な と こ ろが 似 か よ って い る成 績 を得 た.た だ

し年 令 や飼 料 が 異 るの で特 に組 成 が異 るの は 当然 と

云 え る.

Neutral lipidのfatty acid組 成 で, Nakamura4)

等 が卵 黄 の そ れ を分 析 しC14:0が0.4%, C16:0

が28.3%, C16:1が4.2%, C18:0が7.4%, C18

:1が52.6%, C18:2が3.3%及 びC18:3が3.8

%と 云 う成績 を報 告 して い るがC14:0が 異 る の み

で他 の組 成 の 傾 向 はhatch直 後 の もの とよ く似 て い

る.

Phospholipidに お け るfatty acid組 成 で や は り

Nakamura4)等 が卵 黄 につ い て報 告 して い る.

 C14:0が0.5%, C16:0が40.1%, C16:1 が1.8

%, C18:0が20.7%, C18:1が32.6%,及 びC

18:2が4.7%と 我 々 の 分 析 したhatch直 後 の もの

は更 に そ の傾 向 が よ く類 似 して い る.一 方 これ ら

fatty acid組 成 の 発 育 に ともな う変 化 と して はNo

ble6)等 が鶏 胎 で 行 って い る観 察 で,発 生 初 期 の肝 は

卵 黄 の 組 成 影 響 を ま と もに 受 けて い る が,発 生 が進

む に つ い て 不 飼 和 脂 肪 酸 が 少 しづ つ 減 少 す る こ とを

報 告 して い る.著 者 等 のhatch後 の発 育 に と もな う

変 化 を 追 跡 し た場 合 や は り不 飽 和 脂 肪 酸 が 減 少 して

行 くが,こ の 点 興 味 あ る問 題 と云 え る.

結 論

白色 レ グ ホ ン系 鶏 の 幼 雛 のhatch直 後 か ら1日,

 2日, 4日, 7日 及 び18日 令 の 時 期 を 選 ん で肝 を と

り出 し,中 性 脂 質(neutral lipid),リ ン脂 質(ph

ospholipid)及 び そ れ らの 細 分 画 脂 質 の 定 性 及 び定

量 分 析 を行 っ て,発 育 過 程 と の 関連 に つ い て考 察 を

加 えた.

1. hatch後1時 的 に ヒヨ コ の重 量 は 減 少 す るが 肝

重 量 は 漸 次 増 加 す る.総 脂 質(total lipid)はne

utral lipid及 びphospholipidで あ り, neutral l

ipidは 日 を経 るに従 って急激 な減 少 を示 した が, ph

ospholipidは 急 激 な 変 化 を示 す こ と な く漸 増 し た.

2. neutral lipidの 主 要 成 分 はcholesterol este

rs, cholesterol及 びglycerides (mono, di及 び

triglycerides)で あ りcholesterol esters及 びch

olesterolはhatch後 数 日たって か ら急 に減 少 した.

 glyceridesはcholesterol esters及 びcholeste

rolと は逆 に 日 を経 る に従 い 増 加 した.

3. phospholipidはphosphatidylcholin, phosp

hatidylethanolamine, cardiolipin, phosphatid

ylserine, phosphatidylinositol及 び未 知 物 質 で あ
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り,こ れ らは 著 明 な 変 化 が な くや ゝ増 加 の 傾 向 を示

した.但 し, cardiolipinの み が18日 令 で はhatch

直 後 の数 倍 に な る こ と を認 め た.

4. neutral lipidの 構 成 脂 肪 酸 組 成 の検 討 で,全 経

過 を通 じて 比 較 的 多 いの はC18:1 (oleic acid)で

あ るが 発 育 が 進 む と減 少 す る.逆 にC16:0 (pal

mitic acid)及 びC18:0 (stearic acid)の 飽 和

脂 肪 酸 は 日 を経 る に従 い増 加 の傾 向 を示 し た.

5. phospholipidの 脂 肪 酸 組 成 はneutral lipidの

それ と全 く同様 で あ っ た が,組 成 比 はhatch直 後 で

C16:0, C18:0及 びC20:4 (arachidonic acid)

の3種 の もの が主 成 分 で あ っ た.そ の 内発 育 に と も

な ってC16:0が 倍 増 し た.又hatch直 後 の 幼 雛 に

お いてC20:4が 多 く存 在 す る こ と はneutral lipid

と は大 い に異 な る特 徴 で あ っ た.
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The effects of growth on the lipid composition of liver from the white leghorn were studied. 

The studies were designed to determine liver dry weight, per cent total lipid, per cent neutral 

lipid, per cent phospholipid, neutral lipid class composition, phospholipid class composition and 

fatty acid composition at 0, 1, 2, 4, 7 and 18 days after hatch.

1. Neutral lipid content abruptly decreased but phospholipid slightly increased with ages 

after hatch.

2. Neutral lipid was fractionated further into cholesterol esters, cholesterol and mono-, di 

and triglycerides. The chicken just after hatch showed considerably high levels of cholesterol es

ters and cholesterol which decreased dramatically with growth, while it showed low level of gl

ycerides which increased slightly.
3. Phospholipid was composed of phosphatidylcholine, phosphatidylethanolamine, cardiolipin, 

phosphatidylserine and phosphatidylinositol. Cardiolipin and phosphatidylethanolamine increased al
ong with growth while hardly and difference could be seen in the composition of phosphatidylch

oline, phosphatidylserine and phosphatidylinositol.

4. The principal fatty acids of neutral lipid as well as of phospholipid were myristic, pa

lmitic, palmitoleic, stearic, oleic, linoleic and arachidonic acids. The unsaturation degree of fa

tty acids constituting both lipids were found to be decreased with growth. The greater part of the 

decrease in unsaturation degree of neutral lipid could be accounted for by the decrease in oleic 

and the increase in palmitic acid.

The decrease in unsaturation of phospholipid was mainly due to the decrease in arachidonic ac

id.


